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ミネベア製品を代表する製造部の中堅リーダー社員とのインタビュー

ミネベア創業以来の事業であり、売上及び収益の中核をな

す立場は創業以来不動です。海外への生産展開、高い内製

比率、世界10工場を水平的に管理する生産体制など、ミ

ネベアの特徴的ビジネスモデルを創造、発展させてきた母

体となっています。

Q. ボールベアリング事業部からは、河原さん、加藤さ
ん、そして松井さんの3名に集まっていただきました。お

忙しいところどうぞよろしくお願いします。

河原、加藤、松井　どうぞよろしくお願いします。

Q. ボールベアリングがものすごく精密な部品であるこ
とはわかるのですが、内外輪2つのリングとボールで構

成される一見シンプルなものですよね。基本的な設計が

できれば、あとは仕様に忠実に作るだけと素人は考えて

しまうのですが、どうなのでしょうか？

河原　言われるとおり、外見は非常にシンプルなもので

す。ほかにはボールを保持するリテーナー、異物の侵入を

防ぐシールド、潤滑のためのオイルやグリスをあげれば、

ボールベアリングを構成する部品はそれですべてです。

一見すると単純な構成なのですが、実は長くこの製品を

扱っていると市場で要求される性能の変遷には驚くばか

りです。過去にはボールベアリングの需要を爆発的に増

大させたいくつかの商品アプリケーションがあるのです

が、例えば、家庭用VTRであるとか、パソコンのハード

ディスク装置のスピンドルモーターなどですが、実はそ

の度に大きな技術的課題を乗り越えてきています。ある

時には、高速回転性能であり、寿命であったり、ノイズ対

策であったりします。我々の世代というのは、スピンド

ルモーターの軸受を実現するのに製造現場で本当に試行

錯誤の格闘をしてきた世代です。今このアプリケーショ

ンは流体軸受に方式が変わってしまいましたが、我々の

経験とか蓄積したものをどうやって後輩に学ばせるか、

そんな心配をしています。

松井　私は製造の中でも後工程、組立を中心に担当してい

るのですが、さまざまな素性の部品が集まってきて、最後

の総まとめをします。決して素性の悪いものは集まってき

ません。設計どおり、公差に入っています。でも、完成品

は一つとして同じものはできません。顧客の求める、的に

ピタッと当たった製品を最後の私の工程で調整していく、

そんな気概をもって取り組んでいます。

加藤　ボールベアリングの機械加工精度はサブミクロンレ

ベルです。特に真円度が最も重要な基準ですが、同じ機

械、同じ材料で加工していても毎日、時間単位で、公差の

範囲でブレてしまいます。歩留まりも100％には絶対にな

らない。そう考えると、製造努力というのは無限の挑戦の

ような気がしてきます。勿論、サイクルタイムの短縮とい

う絶対的課題がありますから、のんびりとやっていいもの

を作るなどということは許されません。

Q.「ものづくりで勝つ」新たなミネベアの会社像が示さ
れています。ミネベア流ものづくりの伝統を築いてきた

ボールベアリング事業部はこれをどう受け止めていきます

か？

河原　「ものづくりで勝つ」ための実践というのは意外と

小さなことの積み重ねかもしれません。製品も小さくて、

シンプルなものですから。しかし、コツコツと継続して

取り組む、そういうことの重要性を認識できる製造文化

が大事だと思います。例えば、切削や、研磨の工程では膨

大な数の治工具を使っています。バイトや砥石の類です。

ノウハウですので、すべては申し上げられませんが、一人

としてその道のプロはいないにもかかわらず、我々はこ

ボールベアリング事業部

創業以来、「ものづくり」が培われてきたボールベアリング事業では、
長期間にわたって収益性と成長性の両立を実現しています。

河原　進
1982年4月入社
ボールベアリング事業部
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生産技術課 課長

特　集：ものづくりで勝つ
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の費用を削減していくためにいろいろな取り組みをして

きました。

　リサイクルしてみたり、ちょっと形を変えてみたり。始

めてから3年が過ぎましたが、原材料の購入金額が、現在

では以前の3分の1になっています。

加藤　ボールベアリングの場合はともかく生産量が大き

いです。月産2億個を超えています。研削工程のあるとこ

ろで、0.1秒／個の短縮が実現できると、全体で空く時間

を計算してみてください。その空いた時間をまた生産に

活用すると……増産というのは、単に設備を増やすこと

だけではないということがわかります。

松井　｢勝つ｣というのはライバルや競争者が必要です。商

売でいえば、競合他社ということかもしれません。ボール

ベアリング事業部は幸運なのかもしれませんが、世界10

工場が、それぞれ互いにライバルなのです。そこから生ま

れる緊張感というのは、時には大変なプレッシャーになる

こともありますが、新しいことに挑戦していく原動力に

なっていると思います。

Q. 最後に、「製造を基礎からもう一度しっかり見直すこ
と」これも経営トップの重要なメッセージですね。皆さん

はどうやって取り組んでいきますか？

河原　何か完成された手本とか、マニュアルがあって、そ

れに逸脱しないようにという消極的な発想ではいけませ

ん。この5月に発表しましたが、ミネベア最小のボールベ

アリングを完成させました。勿論、具体的な引き合いに応

じて完成させましたが、内心、自分たちの実力でどこまで

できるか挑戦する気持ちもありました。新しい課題に挑戦

外径2.2ミリのミニチュア・ボールベアリング

営業利益 営業利益率

（百万円） （%）

30,000

22,500

15,000

7,500

0

20

15

10

5

0
2003年
3月期

2004年
3月期

2005年
3月期

2006年
3月期

2007年
3月期

2008年
3月期
（予想）

18,520

15.7
17.5

18.6

19,505

24,556 26,195
27,900

21,572

18.9 19.0 19.6

機械加工品事業の営業利益と営業利益率

加藤　洋行
1980年4月入社　
ボールベアリング事業部
ベアリング製造部
研削課 課長

松井　義丈
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5.25FDD市場登場
VTR発売

5.25HDD市場登場

コピー機伸長始まる

ビックスリーでの電装部品需要増

VTR ムービー発売

FAX機伸長始まる

ワープロ伸長

8mmビデオ伸長

エアコン需要拡大

パソコンの出荷急拡大

HDD急伸

デジタルビデオカメラ発売

ウインドウズ95発売

パソコン出荷急拡大

複写機のデジタル化

ブロードバンドの普及

中国エアコン市場の拡大

デジタル音楽携帯端末の普及
複写機のカラー化

デジタル家電の普及

自動車の電装化

インターネットの普及拡大

ボールベアリング出荷数量の推移

特　集：ものづくりで勝つーーミネベア製品を代表する製造部の中堅リーダー社員とのインタビュー

することで、やはり今の自分たちの方法とか、考え方が本

当に正しいのか検証する機会になります。基礎というの

は、今であれ、将来であれ、自分たちが行っていることだ

と思います。これを常に見直していくということだと理解

しています。

松井　自分の経験からいえますが、ミネベアには若い者

でも積極的に挑戦できるという「いい畑」というか、「懐

の深いフィールド」があります。ですから、各部門の全員

が問題点を発見して、その解決を、また皆で考えていく。

そういった幅広い「面」での運動みたいなものが製造を

見つめていくときには大事だと思います。

加藤　先輩から学んできて身に染み込んでいるのですが、

機械加工では基準面、基準点が大事だという考え方があり

ます。いろいろな考え方があるかもしれませんが、私は何

か本質的に外してはいけないことをとことん詰めていくこ

とが重要だと思います。発想点を誤っては決して良いもの

にはならない。ものづくりというフィールドはとてつもな

く多様ですが、一人ひとりの立場で基準点を定めるという

のが、現場に即して考えるととても重要な気がします。

Q. お忙しいところを今日はどうもありがとうございま
した。皆様のますますのご活躍を期待しています。

河原、加藤、松井　こちらこそ。どうもありがとうござい

ました。




